第２９７回鳥取県内水面漁場管理委員会議事録

１　日時　　令和７年３月１２日（水）午後２時００分から午後２時５０分まで
２　場所　　鳥取県中部総合事務所　Ｂ棟２階　２０１会議室
（鳥取県倉吉市東巌城町２）
３　出席者　委員　：福田会長、永原委員、竺原委員、中村委員、三谷委員、大谷委員
　　　　　　　　　　山﨑委員（下田委員欠席）
　　　　　　鳥取県：水産振興局　鈴木局長
　　　　　　　　　　漁業調整課　本田係長
　　　　　　事務局：氏事務局長（県漁業調整課長併任）
　　　　　　　　　　清家次長（県漁業調整課課長補佐併任）
　　　　　　　　　　有田書記（県漁業調整課主事併任）
４　傍聴者　０名
５　議事
（1） コイヘルペスウイルス病のまん延防止に係る委員会指示について（協議事項）
（2） 第五種共同漁業権魚種の増殖目標量について（協議）
（3） 鳥取県水産振興局における令和７年度の予算について（報告）
（4） その他
６　議事経過及び結果について
　事務局長による開会の宣言、会長による挨拶、前回欠席の事務局長、山﨑委員、大谷委員の挨拶の後、会長が議事録署名人として、竺原委員及び三谷委員を指名した。

議事１　コイヘルペスウイルス病のまん延防止に係る委員会指示について（協議事項）

〔原案に同意する旨決議された。〕

　　有田主事、本田係長が資料１に沿って説明した。

〔福田会長〕
はい。ありがとうございました。今、御説明がございましたけど、これの指示案について、また、説明についてですね、御質問とか御意見とかございましたら、お受けいたしたいと思います。ございませんでしょうか。

〔各委員〕
なし。

〔福田会長〕
ございませんか。はい。それでは、私からもございませんので、議題１の協議について、案のとおり指示するということで、よろしいでしょうか。

〔各委員〕
はい。

〔福田会長〕
では、皆さんの反対がございませんので、案のとおり指示するということで決めさせていただきたいと思います。

議事２　第五種共同漁業権魚種の増殖目標量について（協議事項）

〔原案に同意する旨決議された。〕

本田係長が資料２に沿って説明した。

〔福田会長〕
はい。本田係長、ありがとうございました。ただいまの説明について、皆さん、御質問、御意見等ございませんでしょうか。

〔各委員〕
　なし。

〔福田会長〕
私のほうからも、特にございませんので、議題２の協議については、原案のとおり、令和７年度の増殖目標量として設定するということで、よろしいでしょうか。

〔各委員〕
　はい。

〔福田会長〕
はい。ありがとうございます。それでは、議題２については、原案のとおり設定いたしますので、事務局のほうで対応をよろしくお願いいたします。

議事３　鳥取県水産振興局における令和７年度の予算について（報告事項）

　　本田係長が資料３に沿って報告した。

〔福田会長〕
はい。ありがとうございます。ただいまの御報告について、何か御質問等ありませんでしょうか。はい。山﨑さん、お願いします。

〔山﨑委員〕
はい。ちょっと教えていただきたいんですけど、参考資料７ページのところに、郡山大口堰があるんですけど、写真の中で、真ん中辺りに写っているのは、従来の魚道ですか。

〔鈴木水産振興局長〕
赤色で塗ってあるところの上側に、横に一直線に入っているこの構造物のことですよね。

〔山﨑委員〕
はい。

〔鈴木水産振興局長〕
はい。これは従来の、昔使っていた魚道なんですけれども、砂の流入等が割と多かったということもあって、１回改修をかけて、横から、横側の竹のところを少し削って、その外側に、石をばらばらと積んでみたところが、大水のときに流されてしまいまして、ちょっとこれ自体は使えないだろうということで、新しく、こちらの赤いところのほうに小わざ魚道ということで、しっかりとした構造物を造ろうという、そういう計画になっております。

〔山﨑委員〕
この新しい小わざ魚道が乗っている水叩きからの下は、落差とかはないんですかね、あんまり。

〔鈴木水産振興局長〕
　現地を見たところでは、この水叩きの下のほうの落差はなかったように見受けられました。

〔山﨑委員〕
はい。引き続きなんですけれども、８ページの大原堰の、これも水叩きの下の護床ブロックは積み直しか何かをされて、落差の解消とかを図られるような計画なのでしょうか。

〔鈴木水産振興局長〕
すみません、こちらの大原堰のほうについては、計画書のほうをしっかり確認していないので、また後日お知らせします。

〔山﨑委員〕
はい。ありがとうございます。

〔鈴木水産振興局長〕
この赤い線の下側に、少し落差があるので、ここをどうするのかということでございますよね。

〔山﨑委員〕
　そうですね。はい。

〔福田会長〕
　山﨑委員、ほかはよろしいですか。

〔山﨑委員〕
はい、よろしいです。ありがとうございます。

〔福田会長〕
はい。そのほか何か、皆さん、ございませんでしょうか。

〔各委員〕
　はい。

〔福田会長〕
はい。ございませんようですので、鳥取県水産振興局における令和７年度の予算について、報告を皆様にさせていただいたということで、よろしくお願いいたします。

議事４　その他

〔福田会長〕
　続いて、議題４のその他ですけど、事務局からは特にないと伺っておりますが、皆様のほうから、何かございますでしょうか。はい、三谷委員。

〔三谷委員〕
釣り人の立場から、一言いいでしょうか。令和６年度、千代川漁協さんのほうから、稚魚放流のほうですけど、９万３,０８６尾放流されたということなんですけれど、今回、３月１日からの解禁で、釣りにまだ４回ぐらいしか行かせてもらってないんですけれど、魚の数の割には、川に残っていないような気がしました。今年は雪で上がれず、どことは言えませんが、ごく一部ですが、人が入りにくい場所にはイワナのほうがいました。ヤマメの姿はありませんでした。今回、２年前から水害で、あちこち川のほう、コンクリートブロックのほうで擁壁されてるところがたくさんあって、天然魚を、八頭方向からはちょっと入ってるように感じたところも見られました。費用や工期の問題で仕方ない面もあるとは思いますけど、環境も踏まえて整備をしてもらいたいと思います。３月１日は天候もよくて、釣堀状態でもありまして、釣りができるところは、ほぼ、ぱらぱらいた人数になり、皆さんが喜んで釣りをされるような環境ではなかったように思いました。
天神川と日野川のように、毎回、同じようなことを言わせてもらってるんですけれど、解禁前の放流、千代川さんのほうは、行われなくなったのは何ででしょうかということと、千代川が、２年前の大雨の影響で、あちこち工事されていて、雨や雪が降っていなくても濁りがあって、釣りができるところは少なかったように思います。魚にとっては、天候、工事の影響で、釣り人に見つからず、日にちを重ねて散らばっていることができたと思います。解禁日前の放流を行えれば、魚も人も散り、釣り人も魚にもよいと思いますが、御意見のほうをいただけたらと思います。

〔福田会長〕
はい、ありがとうございます。これは、永原さんでいいですか。

〔永原委員〕
はい。千代川の今年の放流、１日と２日に分けてやったんですけど、２日のほうは、私は若桜ですし、智頭のほうも行ったんですけど、雪で車が入れないのがあって、若桜は放流量を減らしてたんですよね、実際のところ、放すところがないんで。そういうのもあって、確かに２日はね、増水もしまして、放す場所も少ないっていうのもありまして、今年はちょっと、もうどうしようもないなとは思ってるんですけど、早めの放流っていうと、秋に親魚も稚魚も放流してますので、その分は、かなり上流部まで入れてるんで、その分を、釣りの対象にはなると思ってるんですけど、３月の放流分に関しては、お客さんかなり来られるんで、その分、釣って帰ってもらおうかなとも思ってますし、４月の連休前には、また奥のほうにも放しますので、それもまた、釣りのほうの対象として、遊んでいってもらえると思います。川は、確かに佐治川とか国府ですか、もう川の状況よくないんですけど、まあ、これはどうしようもないところもありますので。

〔三谷委員〕
１日の日は天候がよかったんですけど、２日・３日、雨が降って、そっちのほうが雨が降ってよかったと思うんです。魚を釣られないんで、かえって人も集まりませんし、釣り人としては濁ってるところに、さおを出すあほはいないと思うんです。魚としても、餌が見えないっていうことがあるから、まぐれがなければ釣れない、そういうことがあるんで、それはいいことだと思いますけれど、解禁日前、１０月に稚魚放流されてるっていうことなんですけれど、それは、どこの川もされていることで、千代川さんだけがやってるところではないので、ただ、人を集めるって、それがちょっと毎回思っているところなんで、失礼しました。

〔永原委員〕
　はい。いろいろ検討していきます、千代川のほうもね。御意見は御意見で伺って、また、組合に帰って相談してみますので、放流のほうについても。

〔福田会長〕
三谷さん、どうも、釣り人の切実な願いの御意見をありがとうございます。そのほか、何かございますでしょうか。
余談になりますけども、日野川も、今年は雪が多くてですね、上流部については、もう本当に一定の量しか入れれなくてですね、直前っていうか、また１週間前の放流だったんですけど、釣れるところは釣れるんですけど、水も多かったものですから、どうしても散らばったっていうこともあって、釣れないという御苦情もたくさんいただいたってこともありますけど、相手は自然ですので、いろんなことが起こるかなと思いながら。私、日南町という、最山間部のほうなんですけど、想像を絶する、もう道端とかでも、ブルがかいた雪がすごくたまってて、なかなか皆さん、放流も大変だったっていうことで御苦労をされたという話を聞いておりますので、また、漁協としてはいろいろ努力しておりますので、何とぞ御理解いただきたいと思います。
そのほか何かございませんでしょうか。ございませんようでしたらですね、進行を事務局のほうにお返ししたいと思います。

７　その他
〔氏課長〕
はい。会長、ありがとうございました。一応ですね、この委員会のほう、令和６年度の委員会のほうにつきましては、本日が最後となります。次回は５月ということになります。一応、うちの鈴木水産振興局長のほうが、今年度で、定年で退職となりますので、最後に一言、皆様に御挨拶をさせていただければと思いますので、よろしくお願いします。

〔鈴木水産振興局長〕
はい。水産振興局長の鈴木でございます。今年度、還暦と申しますか、６０歳を迎えまして、県の職員の場合は、６０歳になった年の年度末が一応の区切りということで、退職の時期となっております。いろいろと、私もどうしようかなって考えたところなんですが、今、県も定年延長という制度はあるんですが、この機会をもちまして、退職のほうを選ばせていただいたということになりました。ただ、ちょっとほかのところに行って、今後も少し働いてみようかなとは思ってるところですので、水産の世界とはちょっとかけ離れたところに行くんですけれども、また機会がありましたら、皆様にお目にかかることもあろうかと思いますので、今後ともよろしくお願いいたします。２年間ありがとうございました。

（拍手）

〔氏課長〕
　はい。ありがとうございました。そのほか、皆さんのほうから、何かありませんでしょうか。

〔全員〕
　なし。

〔氏課長〕
ないようですので、以上をもちまして、委員会のほうを終了させていただきます。また、次年度以降も、引き続きよろしくお願いいたします。どうもお疲れさまでした。


この議事録の真実を記するため、議長及び議事録署名人をして署名押印させる。

令和７年３月１２日

議長会長



署名委員



署名委員


